
一一般般社社団団法法人人 日日本本医医療療機機器器学学会会  主主催催 
医医療療ススタタッッフフ・・製製造造販販売売業業者者等等にに役役立立つつ 

医医療療機機器器情情報報ココミミュュニニケケーータタ 
（（MMDDIICC：：MMeeddiiccaall  DDeevviiccee  IInnffoorrmmaattiioonn  CCoommmmuunniiccaattoorr））  

22002222年年度度第第1155回回認認定定セセミミナナーー（（eeララーーニニンンググ））ののごご案案内内 
  

  MMDDIICC 認認定定制制度度ののねねららいい   
この制度は，医療機器の品質向上，安全性の確保並びに適正使用の普及を目指し，ヒヤリ・ハット情報や不具合情

報等を含む情報の収集・提供や医療機器全般の適正な使用および保守管理に必要な知識・技術などの情報を医医療療安安

全全管管理理者者・・医医療療機機器器安安全全管管理理責責任任者者や医療機器の利利用用者者（（医医師師・・看看護護師師・・臨臨床床工工学学技技士士ほほかか））等と製造・販売・賃

貸業者，修理業者を含む医療機器の製製造造販販売売業業者者等との間で共有し，患者の安全と医療の質向上に貢献できる担当

者となる医医療療機機器器情情報報ココミミュュニニケケーータタ（MDIC／エム・ディー・アイ・シー）を学会で認定し，育成することを目

指すものです． 
  

  MMDDIICC 認認定定制制度度のの創創設設背背景景   
● 医療機器は医薬品と異なり，作動原理・構造も多種多様であるだけでなく，不適正使用や保守点検の不徹底によ

り多くのリスクも生じます．すでに，医療法改正により，医療機関においては「「医医療療安安全全管管理理者者」」の設置および

「「医医療療機機器器安安全全管管理理責責任任者者」」の設置が義務付けられるようになりました．一方，厚生労働省の医療機器産業ビジ

ョンおよびGVP省令（医薬品，医薬部外品，化粧品及び医療機器の製造販売後安全管理の基準に関する省令）や

医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する法律（以下医薬品医療機器法）により，市販後

の安全確保対策のため，製造販売業者において「「医医療療機機器器情情報報担担当当者者」」の設置が求められております． 
● 患者の安全確保や不具合の再発防止のためには，医療機関と医療機器の製造販売業者等間において，医療機器お

よびその取扱いに関する情報の共有と交換が円滑に行われる体制が必要となります．医療機関，製造販売業者等

の会員で構成する本学会は，医療機関，製造販売業者，卸／販売業者等が，より密度の濃い情報交換ができるよ

う，これら法的な背景を理解した上で医医療療機機器器情情報報ココミミュュニニケケーータタ（（MMDDIICC））認認定定制制度度の創設に至りました． 
  

  MMDDIICC 認認定定セセミミナナーーのの後後援援団団体体   
（（22002222 年年 55 月月時時点点・・依依頼頼中中含含むむ，，敬敬称称略略，，順順不不同同）） 

一一般般社社団団法法人人大大阪阪医医療療機機器器協協会会  公公益益社社団団法法人人日日本本臨臨床床工工学学技技士士会会  日日本本医医学学会会      日日本本手手術術医医学学会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本病病院院会会  公公益益社社団団法法人人全全日日本本病病院院協協会会  公公益益社社団団法法人人日日本本麻麻酔酔科科学学会会  
一一般般社社団団法法人人電電子子情情報報技技術術産産業業協協会会  一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療機機器器販販売売業業協協会会  公公益益財財団団法法人人医医療療機機器器セセンンタターー  
一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療機機器器工工業業会会  公公益益社社団団法法人人日日本本医医師師会会  公公益益社社団団法法人人日日本本看看護護協協会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本臨臨床床衛衛生生検検査査技技師師会会  一一般般社社団団法法人人日日本本分分析析機機器器工工業業会会  一一般般社社団団法法人人日日本本病病院院薬薬剤剤師師会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療機機器器産産業業連連合合会会  公公益益社社団団法法人人日日本本整整形形外外科科学学会会  一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療福福祉祉建建築築協協会会  
公公益益社社団団法法人人空空気気調調和和・・衛衛生生工工学学会会  一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療福福祉祉設設備備協協会会  一一般般社社団団法法人人日日本本補補聴聴器器工工業業会会  
商商工工組組合合日日本本医医療療機機器器協協会会  公公益益社社団団法法人人日日本本診診療療放放射射線線技技師師会会  一一般般社社団団法法人人日日本本不不整整脈脈心心電電学学会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本臨臨床床工工学学技技士士教教育育施施設設協協議議会会      一一般般社社団団法法人人日日本本福福祉祉用用具具・・生生活活支支援援用用具具協協会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本医医療療機機器器テテククノノロロジジーー協協会会        一一般般社社団団法法人人建建築築設設備備綜綜合合協協会会  
一一般般社社団団法法人人日日本本衛衛生生材材料料工工業業連連合合会会              公公益益社社団団法法人人日日本本生生体体医医工工学学会会  
特特定定非非営営利利活活動動法法人人日日本本医医療療ママネネジジメメンントト学学会会    



  MMDDIICC のの定定義義とと役役割割   
医療機器の基本的な適正使用および関連する技術情報に必要な知識並びにコミュニケーション力を有するとともに，

ヒヤリ・ハット，不具合情報等の医療機器に関する安全性情報の収集，あるいは提供の資質を有する者で，MDIC
認定セミナーを受講し，検定試験に合格した者から，認定の申請があった者を MDIC として認定します． 
 
１１））医医療療機機関関のの医医療療ススタタッッフフににおおけけるる MMDDIICC 認認定定者者のの役役割割  

● 厚生労働省や製造販売業者等から当該医療機器に関する技術的な情報を収集することです． 
● 製造販売業者等の医療機器情報コミュニケータから当該医療機器に関する品質，有効性，安全性に関するこ

と並びに適正使用に関する情報を収集するとともに，同必要情報を提供することです． 
● 医療機器の安全使用に必要とする情報を収集し，院内の医療スタッフに安全教育をおこなうことです． 

 
２２））製製造造販販売売業業者者等等のの担担当当者者ににおおけけるる MMDDIICC 認認定定者者のの役役割割  

● 医療機関の医療スタッフに当該医療機器に関する技術的な情報を提供することです． 
● 医療機器の品質確保，有効性確保，安全性確保並びに適正な使用と普及を図る情報を提供するとともに，こ

れらに関する情報を収集することです． 
● 医薬品医療機器法に則り，医療機器の安全性情報を医療機関に提供し，また適切に収集することです． 

 
３３））医医療療機機関関とと製製造造販販売売業業者者等等のの双双方方にに MMDDIICC がが配配置置さされれるるここととでで情情報報伝伝達達がが円円滑滑ととななりり，，医医療療のの安安全全にに寄寄与与すするる

だだけけででななくく，，おお互互いいのの信信頼頼関関係係もも生生ままれれまますす．．  
  

  

  

  

  

  

  

  

  
  MMDDIICC 認認定定セセミミナナーーとと検検定定試試験験のの概概要要   

１）MDIC 認定セミナーは，ee ララーーニニンンググシシスステテムムを用い「「医医療療概概論論」」，「「臨臨床床医医学学」」，「「臨臨床床工工学学」」，「「医医療療情情報報」」の 4
科目を受講していただきます． 

２）MDIC 検定試験の受験対象となる方は医療機関での医療機器利用者（医師，看護部，臨床工学技士など），教育・

研究機関や製造販売業者での医療機器の開発・製造・販売・保守・使用・評価のいずれかに関わっている方など

実実務務経経験験のの有有無無ににつついいててはは問問いいまませせんん．なお，受受験験すするる年年度度のの MMDDIICC 認認定定セセミミナナーーをを全全科科目目・・全全単単元元受受講講すするるここ

ととはは受受験験のの必必須須条条件件とし，医師・看護師・薬剤師・臨床工学技士などの医療職種や企業の総括製造販売業管理者

等の有資格者であっても日々進歩する広く新しい知識や法改正を習得することを重要と考え，免除制度はありま

せん． 

 

 

 

 

 

 

 医療機器情報担当者 医療機器安全管理責任者 

MDICとしての 

連携意識 

円滑な情報交換 
情報提供窓口が明確 



３）検定試験は，「医療概論」，「臨床医学」，「臨床工学」，「医療情報」の各科目からなり，全全科科目目にに合合格格すするるここととでで，，

MMDDIICC 検検定定試試験験にに合合格格ししたたここととをを受受験験者者本本人人にに通通知知ししまますす．．なお，不合格の科目があった場合には，翌年より 2
年間に限り不合格の科目のみを再受験することができます．但し，翌年は不合格科目の認定セミナー（e ラーニン

グ）受講が必須です．翌々年は不合格科目のみ認定セミナー（e ラーニング）を無料で受講できます．MDIC 認

定証は，検定試験合格者に MDIC 認定申請にもとづいて日本医療機器学会が交付します． 
４）MDIC の有有効効認認定定期期間間はは初初回回認認定定日日かからら 55 年年 66 ヶヶ月月間間です．期間内に最新の医療機器の知識習得するため，日

本医療機器学会や後援団体が開催する学術大会・講習会などに参加・発表をおこなうことで，規定ポイントを付

与し，更新ポイント（60 ポイント）に達したものは，有効認定期間をさらに 55 年年間間延延長長します． 
 

  MMDDIICC 認認定定セセミミナナーー（（ee ララーーニニンンググ））のの受受講講科科目目   

医医療療概概論論  臨臨床床医医学学  臨臨床床工工学学  医医療療情情報報  

  11..医医学学・・医医療療のの役役割割ととああゆゆ

みみ  
  22..医医療療をを取取りり巻巻くく環環境境  
  33..社社会会保保障障とと医医療療  
  44..医医療療保保険険制制度度とと介介護護保保

険険制制度度  
  55..病病院院ににおおけけるる診診療療体体系系

とと業業務務のの機機能能分分担担  
  66..医医療療倫倫理理とと EEBBMM  
  77..医医療療安安全全管管理理  
  88..医医療療機機器器とと医医薬薬品品  

～～医医療療をを支支ええるる技技術術～～  
  99..関関係係法法令令  
  

  11..人人体体のの基基本本構構造造  
  22..疾疾患患概概論論  
  33..診診断断学学  
44..治治療療学学  
55..医医療療機機器器とと感感染染管管理理・・安安全全

管管理理  
  66..臓臓器器とと疾疾患患  
  11))頭頭部部（（脳脳神神経経・・耳耳・・眼眼なな

どど））  
    22))胸胸部部（（循循環環器器・・呼呼吸吸器器））  
    33))腹腹部部（（消消化化器器系系ななどど））  
    44))筋筋骨骨格格  
    55))内内分分泌泌・・乳乳腺腺  
    66))血血液液・・免免疫疫ななどど  
    77))感感染染症症  

  11..医医療療機機器器のの安安全全基基準準  
  22..医医療療機機器器のの保保守守点点検検  
  33..生生体体計計測測機機器器のの  

原原理理・・取取りり扱扱いい上上のの  
注注意意とと保保守守点点検検  

  44..治治療療機機器器のの原原理理・・  
取取りり扱扱いい上上のの注注意意とと  
保保守守点点検検  

  55..病病院院設設備備  
  

  11..ココンンピピュューータタのの基基礎礎  
  22..情情報報セセキキュュリリテティィ  

のの基基礎礎  
  33..医医療療情情報報のの特特殊殊性性とと  

医医療療情情報報シシスステテムム  
  44..診診療療録録ととそそのの他他のの諸諸

記記録録  
  55..病病院院情情報報シシスステテムム  
  66..医医療療情情報報のの標標準準化化  

 
 

  第第 1144 回回 MMDDIICC 認認定定セセミミナナーー，，検検定定試試験験，，認認定定者者実実績績   

◆MDIC 認定セミナー概要 
e ラーニング受講者：898 名 

◆MDIC 検定試験概要 
オンライン試験で 2022 年 1 月 9 日に実施 受験者：833 名（再受験者を含む） 

◆MDIC 認定者 
累計認定者数：9,301 名 

    



  MMDDIICC 認認定定セセミミナナーー（（ee ララーーニニンンググ））受受講講かからら認認定定・・更更新新ままででのの流流れれ   

  

77 月月11 日日～～  

99 月月11 日日  
認認定定セセミミナナーー申申込込  受受講講料料2244,,000000 円円  

 
 

 
  

  

 
 

99 月月1155 日日～～  

1111 月月1155 日日  
認認定定セセミミナナーー（（ｅｅララーーニニンンググ））受受講講・・修修了了  

  
  

 
 

 

 
 

1122 月月上上旬旬締締切切  検検定定試試験験申申込込  受受験験料料1133,,000000 円円  

  
  

 
 

ｅラーニング受講者には再視聴
のご案内（検定試験3 週間前） 

 

 

11 月月2222 日日  検検定定試試験験受受験験    
  

  

 
  

検定試験の欠席は不合格といた
します．認定セミナーを受講・
修了した年の検定試験にお申込
みが無い場合，翌年は再受験扱
いとなります． 

 
 

33 月月上上旬旬  合合格格者者認認定定申申請請  認認定定料料1111,,000000 円円  

  
  

   

  

 

 

44 月月11 日日  認認定定   

 

正会員・企業会員は認定料・更新料は無料です 

正会員に入会する場合は入会金1,000 円・年会費8,000 円 

次年度より毎年会費8,000 円を頂戴いたします 

入会すると各月の学会誌送付・学会大会参加費の割引有  
 認定期間内に60 ポイントを取得 

  更更新新  更更新新料料1111,,000000 円円  

 

 

    

1 回目の不合格は、 

次年度不合格科目の 

認定セミナー受講 

1 科目5,500 円 

2 回目不合格は 

再々受験 

認定セミナーは 

任意受講 

不合格者は 

新規受講 

合格者は 

認定申請 

へ 



  第第 1155 回回 MMDDIICC 認認定定セセミミナナーー（（ee ララーーニニンンググ））   

●●  受受講講対対象象者者  
医療機関での医療機器利用者（医師，看護師，臨床工学技士など），医療安全管理者，医療機器・資材・設備や調

達管理関連事務スタッフ，教育・研究機関，製造販売業者等で医療機器の開発・製造・販売・保守・使用・評価の

いずれかに係わっている方など実務経験の有無については問いません． 
注）再受講（第14回検定試験不合格の方）は学会ホームぺージに掲載しております専用のご案内をご覧ください． 

●●  認認定定セセミミナナーー（（ee ララーーニニンンググ））受受講講料料  
１人 24,000円（税込）［認定セミナー（ｅラーニング）は期間内，何度でも受講できます．4科目のテキスト（医

療機器安全実践必携ガイド）代及びススラライイドドレレジジュュメメ集集代代（（22,,000000円円））をを含含みみまますす  

●●  受受講講期期間間  
2022年9月15日（木）～2022年11月15日（火） 

●●  受受講講申申込込方方法法とと締締切切日日 
受講料お振込み後に，学会ホームページの専用フォームよりお申込みください．

（https://www.jsmi.gr.jp/license/mdic/dai15kai_ninteiseminar/dai15kai-elearning-form/） 
なお，郵送，FAXでの申し込みは受け付けておりません． 
受付締切日：2022年9月1日（木） 
7月1日～9月1日までに受講料納入の振込票の控を画像ファイル添付の上お申込みください．（納入された受講料は

理由の如何に関わらず，ご返金いたしません）．申込み後，受講申込フォームへ入力いただきましたアドレスへ，

配信ページのURLと期間限定のログインIDとパスワードをご連絡いたします． 
企業で一括のお申込みをご希望の場合は，事務局までメールにてご連絡ください．なお，URL等の配信は受講者宛

にご連絡いたします．受験者別のメールアドレスにてご登録をお願いいたします． 

● 受講料振込先（口座名義：一般社団法人日本医療機器学会 MDIC 認定委員会） 
    ・ゆうちょ銀行 00180-4-429165  
    ・みずほ銀行 本郷支店 普通口座 2722692 のどちらかにお振込ください． 

● 問い合わせ先 
一般社団法人日本医療機器学会 MDIC認定セミナー事務局（担当：桑原・大石） 
電話 03－3813－1062 FAX 03－3814－3837 
   e-mail : mdic@jsmi.gr.jp 

●●  MMDDIICC 認認定定セセミミナナーー（（ee ララーーニニンンググ））申申込込みみのの流流れれ  
認認
定定
セセ
ミミ
ナナ
ーー
受受
講講
申申
込込
みみ  

  
学学会会HHPPかかららのの申申込込  
9月1日23:59締切 
受講料の振込  
受講料振込票控のPDF
ファイル添付  
  

申申
込込
みみ
受受
付付
完完
了了  

  
事事務務局局かかららee‐‐mmaaiillでで  
配配信信ペペーージジUURRLL，，ロロググイイ

ンンIIDDととパパススワワーードドをを通通知知  
出出版版社社かかららテテキキスストト直直送送  

認認定定セセミミナナーー受受講講  
（（eeララーーニニンンググ））  

（（99月月1155日日～～1111月月1155日日））  

●● 検検定定試試験験ににつついいてて（（詳詳細細ににつついいててははセセミミナナーー受受講講者者にに対対ししてて別別途途ごご案案内内ししまますす）） 
申込締切日：検定試験のご案内に明記いたします． 
受験資格：認定セミナー（eラーニング）で4科目のすべての単元を受講期間中に指定時間修了しているこ

とが条件です． 
試験日：全国統一で2023年1月22日（日）に実施いたします． 
開催方法：オンライン試験と会場開催（予定）． 

受講申し込み時に必ず「希望する開催方法」としてオンライン試験または会場を選択してくだ
さい． 
注）試験会場は決定しておりません．ご希望の開催方法になるとは限りませんのでご注意くだ
さい． 

出題範囲：認定セミナー（eラーニング）の講義内容とテキスト・レジュメ集 
解答方式：5者択一式・各科目50分間の予定  



  MMDDIICC にに関関すするる  QQ  &&  AA   
●●  MMDDIICC認認定定制制度度ににつついいてて  
  
QQ11..MMDDIICC認認定定さされれるるここととでで，，認認定定者者がが所所属属すするる医医療療機機関関ににととっっててどどんんななメメリリッットトががあありりまますすかか？？  
A1.医療機器安全管理責任者として基本的に知らなければならない知識・技術・資質を客観的に評価できるため，安

心して認定者を医療機器安全管理責任者に任命できるようになります．また，製造販売業者等が提供する医療機

器の性能や情報も客観的に評価できるようになります． 
  
QQ22..MMDDIICC認認定定さされれるるここととでで，，認認定定者者がが所所属属すするる医医療療機機器器製製造造販販売売業業者者等等ににととっっててどどんんななメメリリッットトががあありりまますすかか？？  
A2.医療機器製造販売業者等においては，広く，医療機関内での基本的な事柄に関する知識が得られ，医療機関内の

関連者との情報交換も容易になり，医療機関内の医療機器安全管理責任者との情報のやり取りが容易になります．

医療機関側と医療機器製造販売業者等側双方にはMDICを持っているもの同士であればコミュニケーションがと

りやすくなり，情報の確度が向上する要素となります． 
  
QQ33..医医療療機機器器情情報報ココミミュュニニケケーータタ（（MMDDIICC））はは商商標標登登録録さされれてていいるるののででししょょううかか？？  
A3.医療機器情報コミュニケータ（MDIC）は日本医療機器学会で商標登録しています．勝手に商用目的に使用した

り，MDIC認定者以外の者がMDICを名乗ることはできません． 
  
QQ44..従従来来のの臨臨床床MMEE専専門門認認定定士士やや滅滅菌菌技技師師／／士士認認定定ととのの関関係係ははあありりまますすかか？？  
A4.いずれも本会の認定ですが，直接的な関係はありません．従って，その認定者がMDIC認定を取得するにあたっ

ての免除措置もありません． 
  
●●  MMDDIICC認認定定セセミミナナーー（（eeララーーニニンンググ））ににつついいてて  
  
QQ55..すすべべててのの単単元元をを受受講講ででききてていいなないい科科目目ががああるる場場合合，，未未受受講講のの科科目目ののみみ翌翌年年にに受受講講ししてて試試験験をを受受験験ででききまますすかか？？  
A5.未受講科目のみのお申込みはできませんので，翌年全科目を受講していただく必要があります． 
  
QQ66..MMDDIICC認認定定セセミミナナーー（（eeララーーニニンンググ））だだけけ受受講講すするるここととははででききまますすかか？？そそれれととももMMDDIICC検検定定試試験験のの受受験験料料ももああらら

かかじじめめ支支払払わわななけけれればば認認定定セセミミナナーーをを受受講講ででききなないいののででししょょううかか？？  
A6.MDIC受験料を支払わなくともMDIC認定セミナー（eラーニング）は受講できます．4科目のMDIC認定セミナ

ー（eラーニング）受講終了者に対してMDIC検定試験について改めてご案内しますので，その際に受験料をお支

払いください． 
  
QQ77..MMDDIICC認認定定セセミミナナーー（（eeララーーニニンンググ））44科科目目をを全全てて受受講講ででききななかかっったた，，ああるるいいはは受受講講ででききななかかっったた科科目目数数にに応応じじてて

受受講講料料はは返返金金ししててももららええるるののでですすかか？？ 
A7.納入された受講料は理由の如何に関わらずご返金いたしません． 
  
●●  認認定定セセミミナナーー（（eeララーーニニンンググ））受受講講ににつついいてて  
  
QQ88..ロロググイインンIIDD・・パパススワワーードドをを忘忘れれててししままっったたののでですすがが  
A8.お申込み完了後にお送りいたします「受講のご案内」メールに記載されておりますので，ご確認ください． 
  
QQ99..メメーールルアアドドレレススのの変変更更ををししたたいいののでですすがが 
A9.mdic@jsmi.gr.jp宛にメールアドレスの変更として新しいメールアドレスをお知らせください．お手続き完了後，

新しいメールアドレス宛にご連絡いたします． 
  



QQ1100..ロロググイインンででききまませせんん．． 
A10.「ログインIDまたはパスワードが間違っています」と表示される場合： 

以下の項目にご注意の上，再度ログインIDおよびパスワードを入力してみてください． 
・入力モードが半角英数になっているか． 
・英字 O（オー）と数字 0（ゼロ），または英字 I（アイ）と l（エル）と数字 1（いち）を間違えて入力し

ていないか． 
・コピー＆ペーストで入力している場合，余分な空白までコピーしていないか． 

  
QQ1111..自自宅宅とと会会社社ななどど，，別別のの機機器器（（PPCC，，ススママホホ，，タタブブレレッットト））でで受受講講ししててもも履履歴歴はは継継承承さされれまますすかか？？  
A11.継承され，受講メニュー画面に表示されます． 
  
QQ1122..海海外外かからら学学習習すするるここととははででききまますすかか？？  
A12.海外からのアクセス制限は設けておりませんが，ご利用になられているプロバイダの設定によってはアクセス

制限がかかる場合がありますのでご注意ください．なお，学習にあたっては，日本語が表示できるブラウザをご

利用いただく必要があります． 
  
QQ1133..eeララーーニニンンググのの推推奨奨環環境境ににつついいてて教教ええててくくだだささいい．．  
A13.OSは日本語版のみ対応．ブロードバンド環境でしたら機器（PC，スマホ，タブレット）を選びません． 

ただし，OSやブラウザのバージョンが古い場合，正しく動作しない場合もあります． 
最新のバージョンに更新されることを推奨します． 

  
QQ1144..受受講講期期間間はは延延長長可可能能ででししょょううかか．．  
A14.延長できません．必ず期間内に受講をお願いいたします． 
  
QQ1155..受受講講ししたたいい単単元元をを繰繰りり返返しし受受講講可可能能ででししょょううかか．．  
A15.期間内であれば受講可能です． 
  
QQ1166..全全体体ののトトーータタルル時時間間ははどどののくくららいいでですすかか．．  
A16.1科目10～15分の単元が18～25コマ，4科目で約1,440分（24時間）です． 
  
QQ1177..各各単単元元がが視視聴聴さされれたたかかどどううかかのの確確認認ははさされれまますすかか．．  
A17.事務局にて受講者のIDで全単元の受講終了，未受講を確認しております． 
  
●●  MMDDIICC検検定定試試験験ににつついいてて  
  
QQ1188..MMDDIICC検検定定試試験験ははだだれれででもも受受験験ででききるるののででししょょううかか．．  
A18.MDIC検定試験を受験するためには，認定セミナー（eラーニング）で所定の4科目・全単元を受講終了してい

ることが条件です． 
  
QQ1199..MMDDIICC検検定定試試験験のの合合格格条条件件はは？？  
A19.科目試験別に合格基準を定めます．4科目全てが合格基準を上回ることで検定試験合格となります． 
  
QQ2200..MMDDIICC検検定定試試験験でで合合格格ししたた場場合合，，MMDDIICC認認定定申申請請ままででにに有有効効なな期期間間ははあありりまますすかか？？  
A20.MDIC検定試験に合格した方には，合格通知をいたしますので，指定した日付までに申請してください． 
  



QQ2211..MMDDIICC検検定定試試験験をを申申込込みみままししたたがが当当日日受受験験ででききまませせんんででししたた．．受受験験料料はは返返金金ししててももららええるるののでですすかか？？ああるるいいはは

翌翌年年のの受受験験料料にに充充当当ししててももららええるるののでですすかか？？  
A21.受験料の返還はいたしません．また，翌年の受験料に充当することもできません．なお，未受験は不合格とい

たします．検定試験にお申込みが無い場合も翌年は再受験扱いとなります． 
  
QQ2222..検検定定試試験験にに不不合合格格のの場場合合，，次次回回かかららどどううななりりまますすかか？？  

A22.翌年より 2 年間に限り，不合格科目のみを再受験することができます．但し，翌年は不合格科目の e ラーニン

グの修了が必須です．2 年目は不合格科目のみ e ラーニングが無料で受講できます． 
 
●●  MMDDIICC認認定定取取得得ににつついいてて  
 
QQ2233..MMDDIICC認認定定ををううけけるるたためめににどどううすすれればばいいいいでですすかか？？  
A23.MDIC検定試験に合格した後，MDIC認定申請をおこなうことで認定されます（MDIC認定証発行）． 
  
QQ2244..MMDDIICC認認定定ををううけけるるたためめににはは，，日日本本医医療療機機器器学学会会にに入入会会ししななけけれればばななららなないいののででししょょううかか？？  
A24.日本医療機器学会の正会員・企業会員に入会しなくとも非会員の方も認定をうけることはできます．ただし認

定申請時に認定料として11,000円が必要になります．尚，正会員および企業会員の社員は認定料不要です． 
  
QQ2255..所所属属のの会会社社がが日日本本医医療療機機器器学学会会のの企企業業会会員員のの社社員員ででああるる場場合合ははどどううななりりまますすかか？？  
A25.企業会員の社員の方は認定料不要となりますので，社員がMDIC認定を多くうける企業は企業会員になってい

ただくことをお勧めいたします（社員の方の認定料負担がなくなります）． 
  
QQ2266..MMDDIICCのの学学会会認認定定のの呼呼称称ははどどのの時時点点でで使使ええるるののででししょょううかか．．  
A26.MDIC検定試験に合格した方で学会にMDIC認定申請をおこない，MDIC認定証を受領した時点で呼称すること

ができます．なお，認定取得後に不法行為が認められた場合，MDIC認定を取り消す場合があります． 
  
QQ2277..MMDDIICCととししてて認認定定さされれるるとと日日本本医医療療機機器器学学会会かかららどどののよよううななももののがが提提供供さされれるるののででししょょううかか？？  
A27.MDIC認定番号を記載した「認定証」と顔写真入りの「認定カード」をお渡しいたします． 
  




